
少い地域1で栽借さ；れ得る、地形的にぱ平蛇より毛　三分傾斜のあう地が餐1ま

しい。・また圃：地の排水が良熔な事が萬婁条件とさ寂る・極蜥な土壊・条件を即

いてどのような±壌で・も識：賠可熊で珍るが，ちば：＝の濁質，収穫に婚影響を

与えう「に底，ハ層（着脱層）の屠さ麟」20汐25例でよく調転さ；れ、固粒回

してし陽ことであ一偏縫済の鋤・らみろピたばこぱ他伽舳に』比して

反当収養が大きい。一方，一日当凍族四切報酬広二二に低い，しかしたば；

調暗の利巣は．相対的戻当粗収顧が大きい雍にあろ・潟iくいめ’Kつらい三三

をして毛たばζを諏る二どになろう，また専売側の下でぱ一面栩瞭定して

し吻ので当地域の農豪磁営の中矧よ心証匿として三三Uて｛％・しか踊近

でば青年層の中に、たばこに対する収益観念が三ってきた・艇家’重んじられ

てきた颪当込収益よりも労功禰航しての収益が有利かどうか厳考えろよ

うKなってきた．ぞのような観莫から・簾二三趨奪の経営部内とたばころ’9

どの眠誉を比毒してみろ臨たばこぱ決して有利劇物でない事がわか軌

セぱこ絶対視への傭晃勧丁破すろ動きがみら祖ろ，その鶴果薮麺で響町縫

営旅目等に毛測ヒがみら飢たば1こ豚に費す勤旧臣孫由へ振り向けよう

とし、親粕として・果徴薄豫を導入しようとする動きがみ錬復

武蔵野台地頂部村：近の地誌学的研究

臨崎一包ツ子

地理虚心に蓼ぶようになって一二程過つだ頃から・三業論文にばけ也理」に

無札かできないような右の（地細・？）をやりたいピ考えていたが日｝皮

地理教室の：方針が妖い地域の地誌ピいう二どになったので・結局．これを葡野

宮すること．になった。

　フづ一ルドとしてぱ武藩台地品品蔀越ん焦二才は地回辮にあ確志

まとまりがあることど：亭々なi地気が存准していること辰び自宅から迫距離の

のところであろことなビによる・

　アィールド広多摩川が陶’戻山塘から三三二野に蛍うと：ころであろ・（こに

蛇くから吉栴の鰍嚇達し・ヌ葦アと二二・を鶴街道がζこを頻罷め’

蒔剛まかなり繁栄したどいうところであ軌そして旧劇ゆ流れ姻胤て

雪色雨湿嫁の匿檬どして懸し鋤きたどころズ筋観
　この地域の特恩を髪つかひろってみうと：大’捧1次のようになろ・

ゐ層夙禰と．しての特：微1地：形的にぱ血陵ど台地と：広い河；三段血ガiその空なrら

のぐある。家逼路や；襲落の齪優ば彦頂の町を中偲として痢端に三って湘いた
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1影、榔っているr地下柑嫉密造の心頭ら藩論に点く熟している・
1吻上台地上院入阿川力旧く農嚢は畑勧三三って鱒4

4旧地纐ど三三縦の囲三三げ三三麺三冠．歓ぎiつばにみた場

譲警難論稽垂欝三二豊蒙購途脚難鰭
麟がド3初2を占め1平地漱が三分残ってし乃ために旧地が5％分のノ』
ぼどあり崇蒸汰少い・河岸，心血上では臨地翠ノ6％へ4〃％を占め・、』次κ＝三三

オ融くなっている・河岸虚血膨劇llめ爾剤（歎縮ろがその商さや又西岸

：1溜るか急劇てあるか～てよって毛土堺順にぱそ傭徽が勧ら飢ろ6

　求とがこの・叱曹φ地論響的／考累の面戸である・が1こめ他に闘票旨遍ムにつ

ρて凡調べてみん・この地一合鋤’ば立緬雌続す緬鏑るカ’ら立2」」

・協一ムが被覆しているのが当然と：．考之ら九4のであ；うが・蒲梅甘童：で覆画ム

カ轍覆していない二地呉があろとし、うこど髪氏先生が教えて下窪ワだ・そごで

1ごの付近一帯に1よロー4は：ないのか毛し搬ないと：いう想定の下にロームを家

め’てフ4一ル．ドを歩き鉗しだ。ところがろ右心のノ搾あり’ングの結果：ぱ台：地上・

の蜘て心意皆の此方ぱ、茄冶血陵までロー蝋斜められたの筋ろ・邸ちポ

の2ングや露療蝦察下魚工事ゼの弛の亭主幽くよって地下の影画磯らか

．ぜ絡みられうと．ころでの観察などの客振から瀕のような’こどが判づた・

⑪台地（：立l11面）のローAは光に辱く漸に癖証する・，　・　　　　　∫’幽’『　一

⑱そ碑さ鹸厚惣罎度であろう・
⑤．ロームぱ立IU面の犬油分に分布しているが台：地の面’〉南島郎4）ふ・段抵．い・環

　｛分にぱ潔く・落在してい，ない。

　：次’て二こ；才！しi≧）の！画因擾乙ン考ラヒニた9　 こ二の地彦芝一帯1て二と＝1一ムカY’うすし1（タ）●仁欠、　．メこ11識ノ天

1趨源の武ぬからの距落が遠く、その閥に存在すろ山：比によって、火山．灰が狸

ばれてくる：蔓が藏画する渇であちう，又、南方に薄失するめ1表こ二の：地鼠の商

にあ書大荊田∫L陵が米山，灰降下』の障．害と：なって・ひるこど“夙ぴ台地の一．殺一ひヒく

．し酌応分に旨一ムが，ないのば毛つと＝燭部髄なノ験困1セよる右のであ『ろう。

金川扇状地にぢける自然地理挙証考察友び果樹園化について

傘子晶、子
λ研究の層醇，

　’従来窮状地ぱ平野の｛部として〉考え，ら：れ、帽その一研究畜平・野，研究め』一う揃と：．レ’

，ての位置にあり．崩状地の平面劔状態を講ずろ：地形彦劔厨究であったゼしか
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